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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第３部会（第３回） 

 

■開催日時：令和７年11月21日（金）16:00～18：00  

 

■開催場所：福井市役所 別館４階 第14会議室（Ｄ） 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、ただいまから福井市総合計画審議会専門部会第３部会の３回目の会議を開催させてい

ただきます。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 委員の皆様におかれましては、公私ともにご多忙のところをご出席いただき誠にありがとうございま

す。 

 なお、本日、池澤委員からはご欠席の連絡をいただいております。 

 議事に入ります前に、本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元のほうに本日の会議次第、そして委員及び出席者の名簿、そして座席表並びにメモ用

紙お配りしております。 

 また、パソコンのほうに資料11－３、総合計画原案に対する意見と対応案、そして資料の12、第九

次福井市総合計画原案、こちらは他の第１部会から４部会の政策を網羅してあるものでございます。 

 この２つをお開きしておりますが、不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 議事のほうに移りたいと思いますので、部会長、よろしくお願いいたします。 

 

２．議事 

「第２回専門部会での各委員からの意見を踏まえた修正内容の確認について」 

○部会長 

 ただいまから議事に入ります。 

 本日は、前回の部会において委員の皆様からいただいた意見を反映した案について議論していた

だきます。今回が最後の部会ですので、本日部会案を確定した上で全体会に提示したいと考えてお

ります。 

 それでは、政策10、農林水産業に関する政策について、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 
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 お手元の資料11－３をご覧ください。 

 まずは、資料の構成についてご説明いたします。 

 政策ごとに総合計画素案に対する意見と対応案と次ページに修正箇所を赤字で示した素案の順

番となっております。 

 なお、意見と対応案に示されているナンバーを素案では赤い四角で囲んだ番号で修正箇所として

反映してありますので、適宜確認をお願いいたします。 

 それでは、政策10、農林水産業に関する政策の修正案についてご説明いたします。 

 資料11－３の１ページから３ページになります。 

 １ページ、政策10、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１です。 

 第２部会からのご意見になります。 

 施策③の４つ目、木育・森育について、森育は民間企業の商標登録であり、ここは木育だけで意図

は通じるのではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、「体験活動などを通して、市民が木や森林に触れ合い」に修正いたします。

木の持つ魅力や森林への愛着、理解を深めてもらうため、木工体験、森林環境学習などに引き続き

取り組んでいきます。 

 次に、具体的な取組として検討するものです。 

 農林水産業の業に対し、イベントなどでアピールする取組が必要ではないかとのご意見がございま

した。 

 農林水産業の魅力を伝えるため、収穫、植樹、漁業などの体験の実施、イベントでのＰＲやＳＮＳなど

を活用した情報発信の強化などに引き続き取り組むこととします。 

 具体的な事業については、来年策定する実施計画において検討することとします。 

 政策10の説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、政策10、農林水産業に関する中身についてご意見、ご質問

等ありましたら、お願いしたいと思います。 

 いかがでございましょうか。よろしいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 では、この政策については、特に再修正が必要となる部分はありませんので、このとおり原案のまま

先に進めさせていただきたいと思います。 

 それでは、以上で政策10についての審議を終了します。 

 次に、政策11、商工業に関する政策について、事務局から説明お願いいたします。 

○事務局 

 政策11、商工業に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－３、４ページから６ページになります。 

 ４ページ、政策11、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①具体的な取組として検討するものです。 

 若者の流出防止に特化した工場誘致や企業立地をしていくべきではないかとのご意見がございま

した。 

 現在、整備中である新たな産業団地について、誘致する企業の業種やイメージを県と協議してい

き、その中で若者などに選ばれる企業、業種などを検討し、誘致活動を検討していくことといたしま
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す。 

 次に、企業立地を推進する上で、人材確保の体制があると企業も誘致しやすくなるのではないかと

のご意見がございました。 

 企業立地を推進する目的は、地域経済の活性化や雇用機会を創出することと考えており、雇用の

確保などの課題解決に向けては、企業と共に検討し、取り組んでいくことといたします。 

 令和９年４月にＡＯＳＳＡ内にまちなかキャンパスが開設されることも踏まえ、若い人と企業人たちが

交じり合い、新しい取組やイノベーションが起きる場づくりについて記載できないかとのご意見がござ

いました。 

 創業の中に、新しいビジネス、イノベーションが包含されており、また個別の取組については、来年策

定する実施計画の中で検討していくことといたします。 

 次に、若者と高齢者や若者同士など、何かが生まれるような仕掛けづくりやチャレンジする場の創出

が必要ではないかとのご意見がございました。 

 施策③の１つ目で、学生など若者に対する施策を記載しており、具体的な取組については実施計

画の中で検討していくことといたします。 

 また、第２回目の部会において事務局から発言いたしましたが、まちなかでの若者が活躍できる場

づくりについては、政策２、まちなかに関する政策において検討していくことといたします。 

 若者が福井のどこにどう就職しているかを見える化して、若者も残れることを見せていく必要がある

のではないかとのご意見につきましては、実施計画の中で検討していくことといたします。 

 次に、②その他、既に対応しており、反映が困難だったものです。 

 企業立地推進のため、渋滞を引き起こさない降雪時の融雪設備について見直していくべきではな

いかとのご意見がございました。 

 企業が立地を検討する場所は、除雪路線に接しており、既に除雪対応を行っております。 

 政策11の説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、政策11、商工業に関する政策について、皆様からご意見を

いただきたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 なければ、政策11については、このまま、原案のままということにさせていただきます。 

 それでは、以上で政策11についての審議を終了します。 

 次に、政策12、観光に関する政策について、事務局から説明お願いいたします。 

○事務局 

 政策12、観光に関する政策でございます。 

 資料11－３、７ページと８ページになります。 

 ７ページ、政策12、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まず、四角の１です。福いいネ！というブランディングで福井のよいところを理解してもらい、アウトプッ

トするときは、その中で観光客に響くであろうコンテンツで発信していくやり方がいいのではないか。

また、地元の人がお薦めの観光地を自然と挙げてくるような状態になるため、内向きのプロモーショ

ンが必要ではないかとのご意見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、政策の具体的内容、プロモーションの旗印である福いいネ！をプロモーショ

ンのイメージロゴである福いいネ！に修正いたしました。 
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 また、施策②１つ目、「「福いいネ！」を旗印に、福井の魅力を全世代で共有する機会を創出し、共感

の醸成を図るとともに」を「市民が想う「福いいネ！（＝福井の魅力）」を市民全体で共有し、共感の

醸成を図る機会を創出するとともに」に修正いたしました。 

 さらに、個別の取組については、来年策定する実施計画の中で検討していくことといたします。 

 次に、四角の２です。 

 外国人観光客の誘客を推進するためには、嶺北での連携だけではなく、令和11年春の中部縦貫

道の全線開通を見据え、隣県との連携などもう少し広めに視野を持っていくことが重要だとのご意

見がございました。 

 ご意見を踏まえまして、政策の具体的内容と施策②２つ目の、ふくい嶺北連携中枢都市圏の構成

自治体の記載になどを追記し、表現に広がりを持たせました。 

 次に、②具体的な取組として検討するものです。 

 福井の地域資源に、リピートの動機づけとなる人を加えるべきではないかとのご意見がございまし

た。 

 施策③１つ目では、観光客を温かく迎え入れることができるよう、観光事業者と連携し、観光おもて

なし運動の充実強化に取り組みますとしており、リピートの動機となる人、人材育成についての個別

の取組については、実施計画で検討していくことといたします。 

 観光客が、日常で経験できないことを福井に来たら経験できる、それこそが地域資源ではないかと

のご意見がございました。 

 施策①５つ目、インバウンド誘客にもつながる体験交流型観光メニューの充実を図りますや、施策

③３つ目、観光事業者などの受入れ環境整備の推進を支援しますの中で、観光客の求める様々なニ

ーズに対応できるよう取組を検討していくことといたします。 

 次に、福井は宿泊、丹南は体験型観光など、嶺北一円の中で役割分担をしながら地域連携を図り、

インバウンドにアピールしていくべきではないかとのご意見がございました。 

 現状においても、県や連携する市町、民間などと提案のような各地域の強みを生かした観光による

まちづくりに取り組んでおり、大手の訪日観光サイト、ｊａｐａｎ－ｇｕｉｄｅ．ｃｏｍにも嶺北各地の強みを押

し出した動画を掲載しております。今後も各地域の強みを生かし取り組んでいくことといたします。 

 施策③２つ目の観光ガイドの育成にシニア人材の活用といったニュアンスを表せられないかとのご

意見がございました。 

 おもてなしの充実にはオール福井で取り組むことが重要と考えており、シニア人材も活用しながら

取組を検討していくことといたします。 

 次に、星野リゾートなどのメジャーな宿泊施設が来るということであれば、ホテルに対し観光地を紹

介して、ホテルを介し誘客するような手法を取ってはどうかとのご意見がございました。 

 施策③１つ目、オール福井で観光客を温かく迎え入れることができるよう、観光事業者と連携するこ

ととしており、観光事業者の中には、ホテルなど宿泊施設を含んでいます。現状、マリオットホテルの

職員にも観光おもてなしマイスターとして参加いただくなどしており、今後も宿泊施設と連携した取組

を検討していくことといたします。 

 政策12の説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて政策12、観光に関する政策について、皆様方からご意見等い

ただきたいと存じます。 

 いかがですか。よろしくお願いいたします。 

○委員 
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10、11のときもそうですし、多分これからの13以降もそうだと思うんですが、結構実施計画の中で検

討していく、という対応策なんですが、この実施計画は今後総合計画ができて、どういうスケジュール

で、どういうメンバーで、どれくらいの期間をかけて検討していくかということをお伺いしたいんです。

企業系でいうと、今議論してるのは戦略のところで、これから実施計画というところで具体的な事業

について話し合うと思うんですが、やはり密接にここは連携してないとうまくいいものができないと思

うので、この実施計画の策定について、どういうスケジュールでやるのかお教えいただければありが

たいです。 

○事務局 

 実施計画のスケジュールについては、あくまで予定にはなりますが、来年２月に庁内で所属に対して

この総合計画にひもづく実施計画について挙げてきてもらいます。９月に庁内で合意したものができ

るような形になります。 

○委員 

 そうすると、実施計画をつくる前に原案を市役所の中でつくられて、それに対してこういう形で委員

を集めて意見をもらうという、そしてまた修正をかけるというやり方なんですか。 

○事務局 

 あくまでも実施計画については、策定は庁内だけで策定という形になります。審議会を開いてという

形ではございません。 

○委員 

 分かりました。実施計画を庁内の皆さんでつくるというのは全然反対ではないんですが、その前に、

やはりきちんと関係者の方々に意見を聞いて、当然日々の仕事の業務の中でやり取りはあると思うん

ですが、その辺をぜひお願いしたいと思います。 

○部会長 

 重要な部分、基本的にこれから実践していく上での心構え、そういったことをご意見としていただい

たのかなと思いますが。 

 ほか、どうでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 では、ほかに意見もないようですので、政策２についての審議は、この内容でいきたいと思います。 

 今、委員から言われたことは全体に関わることだと思いますので、なるべくスピード感を持って早め

に対策を講じていただければ、全てについていいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

では、次に政策13、地域資源に関する政策について、事務局から説明お願いいたします。 

○事務局 

 政策13、地域資源に関する政策についてご説明いたします。 

 資料11－３、９ページから11ページになります。 

 ９ページ、政策13、意見と対応案について、上から順にご説明いたします。 

 ①原案に反映するものです。 

 まずは、四角の１です。越前海岸の文化的景観は、ほかの文化遺産と違い景観を守り育てる担い手

の確保が必須のため、ほかの文化遺産とは切り離して記載したほうがいいのではないかとのご意見

がございました。 

 ご意見を踏まえまして、施策②１つ目、「越前海岸の文化的景観などの魅力向上、普及啓発を進

め」に「担い手の育成」を追記いたしました。 

 次に、②具体的な取組として検討するものです。 

 文化芸術活動やスポーツの振興に当たり、それを担う民間団体の支援がないと継続は難しいとの
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ご意見がございました。 

 個別団体への支援は、文化振興やスポーツ振興、それぞれの事情で異なるため、来年策定する実

施計画の中で検討していくことといたします。 

 次に、地域と一体となって、こどもの頃から地域の伝統文化や芸術、自然科学などを教え、人づくり

をしていくことが重要ではないかとのご意見がございました。 

 伝統文化や自然科学にとって人づくりが大切であることは認識しており、それらについて学ぶきっか

けとなり、継承され、夢や創造性を育むことができるよう施策①１つ目で、こどもたちが気軽に親しみ

学ぶ環境の充実を図る旨を盛り込んでおります。 

 具体的な事業などについては、来年策定する実施計画の中で検討していくことといたします。 

 次に、③そのほか、ほかの政策で対応するものです。 

 我々がふだんから当たり前のように見ている風景などが、県外の方にとっては地域資源であるとい

うところをちゃんと認識して、そこを我々も自覚する必要があるということを盛り込めないかとのご意見

がございました。 

 ご意見を踏まえまして、政策12、観光に関する政策の施策①５つ目において、地域資源の磨き上げ

を図っていきます。 

 また、政策12、施策②１つ目、「市民が想う「福いいネ！（＝福井の魅力）」を市民全体で共有し、共

感の醸成を図る機会を創出するとともに」に修正しております。 

 政策13の説明は以上となります。 

○部会長 

 それでは、ただいまの説明を踏まえて、施策13ですね、地域資源に関する政策について、皆様から

ご意見をいただきたいと思います。 

 何かございましたらよろしくお願いいたします。 

 副部会長、お願いします。 

○副部会長 

 政策13に限ったことではなく全体を通してですが、対応のところの書き方が抽象的な言葉が多く、

なかなか具体的なイメージがつきにくいなと。これから対応することなので、具体的な例は挙げにくい

だろうとは思うんですが、よく似たような事例や参考になるような事例など、もう少しイメージできるも

のが、対応された後の計画の中の表現で入るといいなと思ったんですが、そういったことは可能なん

でしょうか。 

○事務局 

 今おっしゃっていただきましたとおり、また先ほど委員からもご意見いただきましたとおり、対応案に

ついては、今後の実施計画の中で、という書き方がある状況ですが、それぞれの施策に対していただ

きましたご意見の内容はしっかり反映していくべき状況であり、それをまた来年から約半年、向こう５

年の予算編成の事業費などの見積も含めますと、１年かけて実施計画を策定していくことになりま

す。そういった中で、例えば②具体的な取組として検討するものの中の№１の文化芸術活動やスポー

ツ振興にあたり、民間団体への支援がないと継続が難しいのではないかというようなご意見があっ

た場合に、こちらのほうを、じゃ具体的に、例えば補助として支援するのか、あるいは活動の継続性や

負担軽減のためにどういった支援ができるのかということを今後具体的な事業としてどのように予算

を割り振っていくかということも含めて検討していくという状況でございます。なるべくしっかり書いて

はいるんですが、現状においてはそういう段階ということでご理解をお願いできればと考えておりま

す。 

○副部会長 
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 市民が総合計画に触れることはそうそうないかなとは思うんですが、いろいろなところの基になる計

画でもあるので、なるべく皆さんのイメージがしっかり１つになっているほうがいいのかなと思うのと、

抽象的な言葉でふんわりして、固めていくのはこれからというのも分かるんですが、最終的な形として

はやはりなるべく分かりやすくというところに絞り込んでいってほしいと思います。 

○部会長 

 やはり上位計画が市民レベルでは伝わりにくいことは多いと思いますので、今言われたように、そこ

ら辺をどう伝えるということは事務局の重要な役割だと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ほか、どうでしょうか、 

○委員 

 意見の内容のところで、ふだんから当たり前のように見ている風景ということが書いてあるんです

ね。それに対して、対応案のほうでは地域資源の磨き上げとなっていますが、今言うふだんから当たり

前のように見ている風景、というものをどのように認識しているのかなと。単純に地域資源の磨き上

げとなっているが、何をもって何を磨き上げると思っているのか。 

○部会長 

 大変核心をつく難しい質問です。確かに地域資源とひとまとめにするとそれで終わってしまうんです

が、先ほどの具体的な意見をという話とも、計画ともつながってくると思うんですが、事務局のほうは

どのように捉えていらっしゃいますか。 

○商工労働部次長 

 前回の部会で出た意見が、今まであるようないろんな風景を観光などの部分につなげていくと捉え

ており、その中で施策の２の項、地域資源の磨き上げを図っていくという観光施策の中で捉えている

ものです。ふだんからのあたりまえの風景などを、例えばインバウンドの中で発信していくという形で

捉えさせていただいたところです。 

○委員 

 それちょっとニュアンスが違うのではないかと。ここで言うふだんから当たり前のように見ている風景

というのは、例えば今この時期でいうと紅葉、紅葉のきれいな場所ってありますよね。例えば健康の森

や朝倉氏遺跡のあたりもあると思うんです。そこにいる人は当たり前に見ているんだけど、それを何か

できないかという意見だと思うんです。それを単純に地域資源の磨き上げだけで書いてあるので、こ

の地域資源は何をもって地域資源と捉えてこれから進めていくのかなということを聞きたかったんで

す。 

○部会長 

 これは難しい質問でもありますね。まず、地域の方が地域にある資源について地域資源として理解

しているかどうかという段階から入っていかなければいけない。地域の方が我が村、我が町の資源を

皆理解した上で次の段階に入っていくんだろうと思うんですが、今、委員が言われたことは、そこのと

ころがきちんと、どういう形で磨き上げを行うか、具体的なところが見えてこないので、そこら辺は委員

おっしゃるように、事務局、あるいは私たちの思う地域資源について、もう少し、何々などでもいいです

が、具体的に述べる必要があるのかなと思ったということですね。 

○委員 

 そうです。 

○部会長 

 これについてどう事務局としてやっていくか。そこまで言うと、またフィードバックして、私たちももう一

回考えなくてはいけなくなる可能性も出てきますが。私たちはどう対応したらいいのか、大変難しいけ

れども重要な視点だと思いますので、いかがでしょう。これは考える必要があるなと思いました。もし、
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今事務局で何かコメントつけられることがありましたらお願いしたいと思いますけれども。 

○事務局 

 先ほどの意見なんですが、福井の人がまず福井の魅力を知らないのではないかというご意見はあ

りました。その中で、この対応案の２つ目なんですが、市民が思う福いいネ！を市民全体で共有する機

会を図る、創出すると書いてあります。こちらで今まで認識していなかった福井の魅力を共感するとい

いますか、そういう機会を設け福いいネ！ということを皆さんで盛り上げていきたいと考えております。

それに付随する形で①のほうで地域資源の磨き上げと記載しております。 

○部会長 

 そうすると施策１の項と施策２－1が逆になるんですか。 

○総合政策課長 

 ８ページの話になってるんですね。 

 政策12の観光に関する政策の中の誘客プロモーションを強化するの中の市民が思う、というところ

に含まれている。ここが少し分かりにくいところがありますので、また検討させていただいて、今言われ

たふだんの景色ですけれども、それが県外や、いろんな人にとっては新しい発見になる、そういったと

ころをしっかりアピールできるように。表現すると難しいところもあるかもしれませんので、こちらのほう

また検討させていただいて、部会長に確認していただくという形でよろしいでしょうか。表現としては、

紅葉とかふだんの景色をしっかり福井市民が理解しながら、ほかの人につなげていくという形なんだ

ろうと思いますので。 

○委員 

 この意見の内容って、この意見そのものが、それを理解するというような感覚の意見だと思うんです。 

○総合政策課長 

 そうですね。そこをしっかり、もう一度見直して部会長にあてていきたいと思います。 

○部会長 

 地域資源の磨き上げで、注を設けて、注の中で落とし込むことも大事だと思いますし、私どもももう

一度検討して、理解度を上げるように努力していこうと思います。これそうすると、全体を通してこうい

う分かりにくい箇所をもう一回探しながら、あればまた注づけなりしながら理解度を深めていくという

ことをやっていってもいいのかなと思います。時間がないので、そこら辺はご容赦いただくところがある

かも分かりませんが。そのような手順でやっていけたらと思います。 

○委員 

 実施計画について、皆さんおっしゃっていますが、実施計画そのものがより具体的に細かく示してい

ただかないと、単に抽象的な文言で終わってしまうとつかみどころがなくなるので、誰が見てもイメー

ジできるものになっていないとよくないと思うので。なので、採取的に予算がついた実施計画をより分

かりやすい表現にしてほしいということです。 

○部会長 

 そうですね。その辺はまた私どものほうで一回検討してやっていきたいと思います。ただ、これは上位

計画ですので、どこまで落とし込めるかということには限界はあると思いますので、その点はご了承い

ただければと思います。できる限り分かりやすい文言になるようにして。委員の皆さまには結果を形と

してお届けすることになるだけかもしれませんが、内容については部会長と事務局で任せていただけ

ればと思います。 

 今、総合計画の仕上げの段階で、できれば多様な実施計画について網をかけるような形じゃないと

実際の実施計画をつくっていく上で、また矛盾が起きる可能性もありまして、そこら辺が非常に悩まし

いなと思うんですよ。本当は具体的に地域資源としてこれら資源の磨き上げを図っていくということを
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書ければ一番いいんですが、そこまで落とし込みができるかどうかということで、そこの議論を一回ま

た事務局と私とで、できるだけ具体性を持った形で取り組んでいってみたいと思いますので、そういう

形でよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 では、一応そこのところは私一任ということでお願いして。いろんな実施計画案を盛り込んだ形のも

のにしなくてはいけないところが非常に難しいところでありまして、そこら辺ご理解いただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 ほか、どうでしょう。よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 では、何もなければ当部会での審議は全てこれにて終了となります。 

 当部会での審議結果につきましては、来年１月の第２回全体会において、私のほうから第３部会の

審議結果として報告いたします。その報告内容に関しましては、私にご一任いただければと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

ありがとうございます。 

 それでは、進行を事務局にお返ししたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

３．閉会 

○司  会 

 部会長、ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましては、全３回の専門部会におきまし

てご審議を賜り誠にありがとうございました。 

 最後に、次回、第２回全体会の開催日時についてご案内を申し上げます。 

 次回は、来年の１月９日金曜日９時半から福井市上下水道局５階の大ホールで開催したいと思い

ます。委員の皆様にはご多忙のところ大変恐縮ですが、引き続きのご出席のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第３部会の会議を終了させていただ

きます。 

 本日は誠にありがとうございました。 

（以  上） 
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